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木 金

11,940

日
時・会
場

○
十
二
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
二
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
二
月
十
四
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
一
月
十
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
一
月
十
一
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
二
月
二
十
一
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
十
二
月
十
六
日（
火
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

三
十
分
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー

実
技
＝
十
二
月
十
七
日（
水
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

三
十
分
、
会
場
は
学
科
講
習

会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
四
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
三
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
十
一
月
十
八
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
五
時
、
十
九

日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
〇

時
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
十
一
月
二
十
日（
水
）午

後
一
時
〜
午
後
五
時
、
十
八

日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
、
会
場
は
学
科
講
習
会
場

と
同
じ
。

二
、
受
講
料

　
　
　
会
員
　
二
〇
、七
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
二
四
、七
〇
〇
円

　
　
学
科
の
み

会
員
　
一
〇
、五
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
一
、五
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

十
二
月
九
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
会
員
　一
三
、六
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　一
四
、六
〇
〇
円

神奈川

東 京

事務所 1 1 月 1 2 月 1 月 1 月1 2 月1 1 月

 12 　 13
 　 16 　

 6 　 7
 　 9 　

 2 　 3
 　 4 　

 15 　 16
 　 17 　
 15 　 16
 　 18 　
 19 　 20
 　 31 　

 5 　 6
 　 7 　

 3 　 4
 　 7 　
 4 　 5
 　 7 　

 4 　 5
 　 6 　

 27 　 28
 　 30 　

 18 　 19
 　 22 　

 16 　 17
 　 21 　

 13 　 14
 　 24 　
 20 　 21
 　 25 　
 14 　 15
 　 18 　

 11 　 12
 　 14 　

 11 　 12
 　 14 　

 17 　 18
 　 21 　

 11 　 12
 　 16 　

講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

１
日
▽
教
育
文
化
週
間

灯
台
記
念
日

２
日
▽
唐
津
く
ん
ち

３
日
▽
文
化
の
日

明
治
神
宮
例
祭

４
日
▽
消
費
者
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
日

７
日
▽
立
冬

８
日
▼
ボ
イ
ラ
ー
デ
ー

ふ
い
ご
祭

京
都
伏
見
稲
荷
火
焚
祭

世
界
都
市
計
画
の
日

９
日
▽
秋
の
火
災
予
防
運
動（
〜
15
日
）

１
１
９
番
の
日

京
都
嵐
山
紅
葉
祭

10
日
▽
一
の
酉

11
日
▽
世
界
平
和
記
念
日

14
日
▽
第
16
回
産
業
と
き
め
き
フ
ェ
ア

in ED
O
GA
W
A

（
〜
15
日
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
）

15
日
▽
▽
七
五
三

本
州・四
国・九
州
一
般

鳥
獣
狩
猟
解
禁

17
日
▽
将
棋
の
日

市
川
中
山
法
華
経
寺
御
会
式

19
日
▽
中
小
企
業
総
合
展
東
京

2014

│2015

（
〜
21
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

21
日
▽
京
都
東
本
願
寺
報
恩
講（
28
日
迄
）

22
日
▽
二
の
酉

23
日
▽
勤
労
感
謝
の
日

28
日
▽
税
関
記
念
日

親
鸞
聖
人
忌

2014

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp
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 11 　 12
 　 14 　
 10 　 11
 　 13 　

 21 　 22
 　 24 　

 15 　 16
 　 18 　
 27 　 28
 　 29 　
 22 　 23
 　 24 　

 26 　 27
 　 29 　

 6 　 7
 　 9 　

 6 　 7
 　 8 　

 8　 9 　15
 　 5 　

 13　 14 　20
 　 11 　

 7　 14 　21
 　 5 　

 18　 24 　25
 　 14 　

 6　 7 　13
 　 5 　

 8　 15 　16
 　 6 　

 3　  　4
 7　 13 　14

 8　  　9
 10　 11 　17

 28　  　29
 31　 2/7 　2/8

「気仙沼市産業まつり」が震災後、初めて魚市場に会場を戻して開催された。産業まつりでは、気仙沼市で生産される
水産・商工・農業・林業の地場産品の展示・即売など様々な催しが行われた。さらに今年は「市場で朝めし」と同時開催
となり、気仙沼市特産のサンマの塩焼きやつみれ汁など気仙沼の旬を魚市場内の会場で味わえました。

第30回気仙沼市産業まつり

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影



多数回該当時の自己負担額所得区分 自己負担額
83,400円上位所得者 150,000円＋（医療費－500,000円）×1%
44,400円一般所得者 80,100円＋（医療費－267,000円）×1%
24,600円住民税非課税世帯 35,400円

多数回該当時の自己負担額所得区分 自己負担額

93,000円標準報酬53万円～79万円 167,400円＋（医療費－558,000円）×1%
44,400円標準報酬28万円～50万円 80,100円＋（医療費－267,000円）×1%
44,400円標準報酬26万円以下 57,600円
24,600円住民税非課税世帯 35,400円

140,100円標準報酬83万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×1%
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5252
二
十
六

二
十
六

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日（
金
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日（
水
）

〈改正事項〉
高額療養費制度は、１歴月の診療科目ごと等の医療費が一定の額（自己負担限度額）を超えた場合に、その超えた額
を払い戻す制度です。自己負担限度額は被保険者の標準報酬月額に応じて設定されております。従前は上位所得者、一
般所得者、住民税非課税者の３区分とされていましたが、平成27年１月１日以後は改正により５区分とされます。今
回の改正は70歳未満の被保険者が対象となります。また、住民税非課税世帯についても自己負担限度額に変更はあり
ません。なお健康保険組合に加入している場合は、独自給付としてさらに給付される場合があります。独自の給付制度
は組合ごとに異なりますので、詳細は其々の健康保険組合にご確認ください。
〈対象となる医療費と世帯合算〉
医療機関で支払ったもののうち、保険が適用されたものが対象となります。このうち、１歴月内で同じ医療機関、診
療区分のもので、入院、外来それぞれの支払い額を合算し、それぞれの合計が自己負担限度額を超えた場合が対象とな
ります。また、同一世帯の同じ保険者に属する者の医療費のうち、前述条件に合致する支払額が21,000円以上であれ
ば合算対象となります。
〈多数該当〉
直近の12カ月のなかで、高額療養費に該当した月が３月以上あった場合は、多数回該当として自己負担限度額の上
限が下がります。
〈申請手順〉
医療機関で支払った領収書の写しを添付して、所定の申請書にて保険者に請求します。請求の時効は診療を受けた月
の翌月の初日から２年以内となります。
〈限度額証明の発行〉
高額療養費の請求は、一旦支払ったものを後日払い戻すことになりますが、受診当月に申請書を提出しても、実際に
払戻金を受け取るのは、制度上の都合により数カ月先になります。支払いの際に自己の負担限度額を証明する文書（限
度額証明）を提示すれば、医療機関の窓口での支払い額が自己負担限度額までとなり、払戻しの手間が省けます。従前
は入院についてのみ利用が可能でしたが、改正されて通院等でも利用できるようになりました。
証明書は、申請月から１年以内の任意の期間について有効となります。遡及しての使用はできませんので、医療費が
高額になることが予想できる場合はあらかじめ用意しておく必要があります。
限度額証明は健康保険組合が発行します。
なお、健康保険組合の独自給付がある場合は、別途通常の高額療養費支給申請が必要となる場合があります。詳細は
健康保険組合にご確認ください。
〈改正前〉

〈改正後〉

～事例～
〈改正前〉
医療費総額1,000,000×負担率30%＝一部負担金300000ー自己負担限度額87,430＝高額療養費支給額212,570
〈改正後〉
医療費総額1,000,000×負担率30%＝一部負担金300000ー自己負担限度額57,600＝高額療養費支給額242,400

労働保険（労災保険・雇用保険）は、法人個人を問わず労働者を一人でも雇った場合は加入を義務付けられています。
労災保険は労働者が業務上または通勤途上での負傷疾病、死亡に対し、必要な給付を行うものです。
雇用保険は、労働者が失業をした場合に必要な給付を行ったり、職務に係る教育訓練に要した費用を助成する制度で
す。また、事業主には景気変動に伴う事業の縮小、休業等をした場合にも助成があります。
加入の手続きをしないまま労災事故が発生し補償が生じた場合にも、事実確認がとれれば労災保険から給付は受けら
れますが、当該給付に要した費用を事業主から徴収することとなります。
加入に関するお問い合わせは、事業所を管轄する労働基準監督署・公共職業安定所へ。

＜11月は労働保険適用促進強化月間です＞＜11月は労働保険適用促進強化月間です＞

＜高額療養費制度の改正について＞＜高額療養費制度の改正について＞ 鍛
冶
屋
さ
ん
は
十
一
月
八
日

に
〝
フ
イ
ゴ
祭
り
〞
を
す
る
。

古
く
か
ら
の
年
中
行
事
の
一
つ

で
、い
ま
で
も
職
人
の
く
ら
し

の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
。

ボ
イ
ラ
ー
関
連
業
界
で
は
、

こ
の
日
を
ボ
イ
ラ
ー
デ
ー
と
し

て
、産
業
の
基
で
あ
る
ボ
イ

ラ
ー
を
奉
り
、安
全
を
祈
願
す

る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

も
と
も
と
職
人
は
自
分
の

使
用
す
る
道
具
を
身
体
の
一
部

分
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
。
大

切
と
い
う
よ
り
も
可
愛
が
る
と

い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

〝
フ
イ
ゴ
祭
り
〞
は
年
中
苦
労

を
と
も
に
し
て
き
た
フ
イ
ゴ
に

感
謝
す
る
儀
式
で
あ
る
。
東
京

の
下
町
で
は
鋳
物
屋
か
ら
石
工

ま
で
フ
イ
ゴ
を
使
う
職
人
は
も

ち
ろ
ん
、ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
な
ど

火
を
使
う
者
は
道
具
を
清
め

て
御
酒
、赤
飯
、み
か
ん
な
ど

を
供
え
て
祝
っ
た
。
昔
は
道
路

に
ミ
カ
ン
を
ま
い
て
子
供
た
ち

に
ひ
ろ
わ
せ
る
な
ら
わ
し
が

あ
っ
た
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門

が
暴
風
雨
を
お
か
し
て
江
戸
に

ミ
カ
ン
船
を
入
れ
、巨
利
を
得

た
と
い
う
伝
説
は
〝
フ
イ
ゴ
祭

り
〞に
か
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

フ
イ
ゴ
と
い
う
字
を
漢
字
で

は「
鞴
」
と
書
く
。
昔
、皮
袋

を
フ
イ
ゴ
の
胴
に
利
用
し
た
の

で
、こ
ん
な
文
字
が
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

フ
イ
ゴ
は
古
代
か
ら
金
属
の

精
錬
加
工
に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
起
源
は

金
属
器
具
が
あ
ら
わ
れ
た
時

代
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。記
録
の
上
に
残
っ
て
い
る

の
は
エ
ジ
プ
ト
王
ト
ト
メ
ス
三

世（
在
位
一
四
九
〇
〜
一
四
三

六
Ｂ
Ｃ
）の
墓
標
に
画
か
れ
た

皮
袋
形
が
フ
イ
ゴ
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。二
人
の
人
物

が
獣
皮
で
作
っ
た
袋
の
よ
う
な

フ
イ
ゴ
を
両
足
で
交
互
に
踏
ん

で
送
風
す
る
仕
掛
け
も
の
で

あ
る
。こ
の
ほ
か
に
木
製
の
ポ

ン
プ
状
の
も
の
や
、二
枚
の
木

板
を
獣
皮
の
ジ
ャ
バ
ラ
に
と
り

つ
け
た
手
風
琴
の
よ
う
な
も
の

な
ど
が
古
代
人
の
間
で
使
用
さ

れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
金
属
精
錬
の
た
め
の

カ
マ
ド
に
連
続
送
風
す
る
目
的

で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

古
い
こ
と
と
な
れ
ば
お
隣
り

の
中
国
で
あ
る
。か
の
有
名
な

古
代
の
思
想
家
「
墨
子
」に
城

の
防
衛
法
を
述
べ
た
事
項
が
あ

る
。城
門
に
カ
マ
ド
を
設
け
て

生
柴
を
詰
め
こ
み
、敵
が
攻
め

て
き
た
と
き
カ
マ
ド
に
火
を
つ

け
て
フ
イ
ゴ
で
風
を
吹
き
こ
む

の
で
あ
る
。今
で
い
え
ば
催
涙

ガ
ス
か
煙
幕
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。敵
が
ひ
る
む
と
こ
ろ

を
打
ち
と
る
と
い
う
計
略
で
あ

る
。実
際
の
戦
闘
に
使
用
さ
れ

た
か
ど
う
か
、知
る
よ
し
も
な

い
が
、お
も
し
ろ
い
話
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
（
第
60
回
）
全

国
溶
接
技
術
競
技
会
「
東
北

地
区
・
秋
田
大
会
」
が
10
月

18
・
19
日
の
２
日
間
、
秋
田
県

潟
上
市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

秋
田
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
。

18
日
の
開
会
式
、
競
技
説

明
会
に
は
全
国
47
地
区
の
競

技
会
を
勝
ち
抜
き
、
都
道
府

県
を
代
表
し
た
腕
自
慢
が
集

ま
っ
た
。

翌
19
日
は
被
覆
ア
ー
ク
溶

接
の
部
58
人
・
半
自
動
ア
ー
ク

溶
接
の
部
58
人
合
計
116
人
の

選
手
が
卓
越
し
た
技
を
競
い

合
っ
た
。

東
京
都
溶
接
協
会
か
ら
出

場
し
た
渡
邉
真
貴
さ
ん（
日
立

プ
ラ
ン
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
）
と
佐
藤
康
弘
さ
ん（
津
覇

車
輌
工
業
）の
２
人
は
優
勝
を

目
指
し
て
奮
闘
し
た
。

競
技
成
績
の
結
果
は
外
観

審
査
と
エ
ッ
ク
ス
線
審
査
及
び

曲
げ
試
験
の
判
定
後
、１
月
初

旬
に
発
表
さ
れ
る
予
定
。

第
60
回

　「全
国
溶
接
技
術
競
技
会
」
開
催

第
60
回

　「全
国
溶
接
技
術
競
技
会
」
開
催

ふ
い
ご
祭
り

ボ
イ
ラ
ー
デ
ー

ふ
い
ご
祭
り

ボ
イ
ラ
ー
デ
ー
十
一
月
八
日

十
一
月
八
日

11
月
８
日

正
し
い
保
護
具

正
し
く
着
用

今
月
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

ふ
い
ご
祭
り

ボ
イ
ラ
ー
デ
ー

教育部直通

鞴 話の

物
づ
く
り
の
原
点
は

〝
職
人
の
技
〞写真は神田岩本町の金山神社に奉納された鞴



多数回該当時の自己負担額所得区分 自己負担額
83,400円上位所得者 150,000円＋（医療費－500,000円）×1%
44,400円一般所得者 80,100円＋（医療費－267,000円）×1%
24,600円住民税非課税世帯 35,400円

多数回該当時の自己負担額所得区分 自己負担額

93,000円標準報酬53万円～79万円 167,400円＋（医療費－558,000円）×1%
44,400円標準報酬28万円～50万円 80,100円＋（医療費－267,000円）×1%
44,400円標準報酬26万円以下 57,600円
24,600円住民税非課税世帯 35,400円

140,100円標準報酬83万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×1%

 第51巻第11号 2014年（平成26年）11月 1 日発行  第51巻第11号 2014年（平成26年）11月 1 日発行

5252
二
十
六

二
十
六

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日（
金
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日（
水
）

〈改正事項〉
高額療養費制度は、１歴月の診療科目ごと等の医療費が一定の額（自己負担限度額）を超えた場合に、その超えた額

を払い戻す制度です。自己負担限度額は被保険者の標準報酬月額に応じて設定されております。従前は上位所得者、一
般所得者、住民税非課税者の３区分とされていましたが、平成27年１月１日以後は改正により５区分とされます。今
回の改正は70歳未満の被保険者が対象となります。また、住民税非課税世帯についても自己負担限度額に変更はあり
ません。なお健康保険組合に加入している場合は、独自給付としてさらに給付される場合があります。独自の給付制度
は組合ごとに異なりますので、詳細は其々の健康保険組合にご確認ください。
〈対象となる医療費と世帯合算〉
医療機関で支払ったもののうち、保険が適用されたものが対象となります。このうち、１歴月内で同じ医療機関、診

療区分のもので、入院、外来それぞれの支払い額を合算し、それぞれの合計が自己負担限度額を超えた場合が対象とな
ります。また、同一世帯の同じ保険者に属する者の医療費のうち、前述条件に合致する支払額が21,000円以上であれ
ば合算対象となります。
〈多数該当〉
直近の12カ月のなかで、高額療養費に該当した月が３月以上あった場合は、多数回該当として自己負担限度額の上

限が下がります。
〈申請手順〉
医療機関で支払った領収書の写しを添付して、所定の申請書にて保険者に請求します。請求の時効は診療を受けた月

の翌月の初日から２年以内となります。
〈限度額証明の発行〉
高額療養費の請求は、一旦支払ったものを後日払い戻すことになりますが、受診当月に申請書を提出しても、実際に

払戻金を受け取るのは、制度上の都合により数カ月先になります。支払いの際に自己の負担限度額を証明する文書（限
度額証明）を提示すれば、医療機関の窓口での支払い額が自己負担限度額までとなり、払戻しの手間が省けます。従前
は入院についてのみ利用が可能でしたが、改正されて通院等でも利用できるようになりました。
証明書は、申請月から１年以内の任意の期間について有効となります。遡及しての使用はできませんので、医療費が

高額になることが予想できる場合はあらかじめ用意しておく必要があります。
限度額証明は健康保険組合が発行します。
なお、健康保険組合の独自給付がある場合は、別途通常の高額療養費支給申請が必要となる場合があります。詳細は

健康保険組合にご確認ください。
〈改正前〉

〈改正後〉

～事例～
〈改正前〉
医療費総額1,000,000×負担率30%＝一部負担金300000ー自己負担限度額87,430＝高額療養費支給額212,570

〈改正後〉
医療費総額1,000,000×負担率30%＝一部負担金300000ー自己負担限度額57,600＝高額療養費支給額242,400

労働保険（労災保険・雇用保険）は、法人個人を問わず労働者を一人でも雇った場合は加入を義務付けられています。
労災保険は労働者が業務上または通勤途上での負傷疾病、死亡に対し、必要な給付を行うものです。
雇用保険は、労働者が失業をした場合に必要な給付を行ったり、職務に係る教育訓練に要した費用を助成する制度で

す。また、事業主には景気変動に伴う事業の縮小、休業等をした場合にも助成があります。
加入の手続きをしないまま労災事故が発生し補償が生じた場合にも、事実確認がとれれば労災保険から給付は受けら

れますが、当該給付に要した費用を事業主から徴収することとなります。
加入に関するお問い合わせは、事業所を管轄する労働基準監督署・公共職業安定所へ。

＜11月は労働保険適用促進強化月間です＞＜11月は労働保険適用促進強化月間です＞

＜高額療養費制度の改正について＞＜高額療養費制度の改正について＞ 鍛
冶
屋
さ
ん
は
十
一
月
八
日

に
〝
フ
イ
ゴ
祭
り
〞
を
す
る
。

古
く
か
ら
の
年
中
行
事
の
一
つ

で
、い
ま
で
も
職
人
の
く
ら
し

の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
。

ボ
イ
ラ
ー
関
連
業
界
で
は
、

こ
の
日
を
ボ
イ
ラ
ー
デ
ー
と
し

て
、産
業
の
基
で
あ
る
ボ
イ

ラ
ー
を
奉
り
、安
全
を
祈
願
す

る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

も
と
も
と
職
人
は
自
分
の

使
用
す
る
道
具
を
身
体
の
一
部

分
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
。
大

切
と
い
う
よ
り
も
可
愛
が
る
と

い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

〝
フ
イ
ゴ
祭
り
〞
は
年
中
苦
労

を
と
も
に
し
て
き
た
フ
イ
ゴ
に

感
謝
す
る
儀
式
で
あ
る
。
東
京

の
下
町
で
は
鋳
物
屋
か
ら
石
工

ま
で
フ
イ
ゴ
を
使
う
職
人
は
も

ち
ろ
ん
、ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
な
ど

火
を
使
う
者
は
道
具
を
清
め

て
御
酒
、赤
飯
、み
か
ん
な
ど

を
供
え
て
祝
っ
た
。
昔
は
道
路

に
ミ
カ
ン
を
ま
い
て
子
供
た
ち

に
ひ
ろ
わ
せ
る
な
ら
わ
し
が

あ
っ
た
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門

が
暴
風
雨
を
お
か
し
て
江
戸
に

ミ
カ
ン
船
を
入
れ
、巨
利
を
得

た
と
い
う
伝
説
は
〝
フ
イ
ゴ
祭

り
〞に
か
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

フ
イ
ゴ
と
い
う
字
を
漢
字
で

は「
鞴
」
と
書
く
。
昔
、皮
袋

を
フ
イ
ゴ
の
胴
に
利
用
し
た
の

で
、こ
ん
な
文
字
が
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

フ
イ
ゴ
は
古
代
か
ら
金
属
の

精
錬
加
工
に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
起
源
は

金
属
器
具
が
あ
ら
わ
れ
た
時

代
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。記
録
の
上
に
残
っ
て
い
る

の
は
エ
ジ
プ
ト
王
ト
ト
メ
ス
三

世（
在
位
一
四
九
〇
〜
一
四
三

六
Ｂ
Ｃ
）の
墓
標
に
画
か
れ
た

皮
袋
形
が
フ
イ
ゴ
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。二
人
の
人
物

が
獣
皮
で
作
っ
た
袋
の
よ
う
な

フ
イ
ゴ
を
両
足
で
交
互
に
踏
ん

で
送
風
す
る
仕
掛
け
も
の
で

あ
る
。こ
の
ほ
か
に
木
製
の
ポ

ン
プ
状
の
も
の
や
、二
枚
の
木

板
を
獣
皮
の
ジ
ャ
バ
ラ
に
と
り

つ
け
た
手
風
琴
の
よ
う
な
も
の

な
ど
が
古
代
人
の
間
で
使
用
さ

れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
金
属
精
錬
の
た
め
の

カ
マ
ド
に
連
続
送
風
す
る
目
的

で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

古
い
こ
と
と
な
れ
ば
お
隣
り

の
中
国
で
あ
る
。か
の
有
名
な

古
代
の
思
想
家
「
墨
子
」に
城

の
防
衛
法
を
述
べ
た
事
項
が
あ

る
。城
門
に
カ
マ
ド
を
設
け
て

生
柴
を
詰
め
こ
み
、敵
が
攻
め

て
き
た
と
き
カ
マ
ド
に
火
を
つ

け
て
フ
イ
ゴ
で
風
を
吹
き
こ
む

の
で
あ
る
。今
で
い
え
ば
催
涙

ガ
ス
か
煙
幕
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。敵
が
ひ
る
む
と
こ
ろ

を
打
ち
と
る
と
い
う
計
略
で
あ

る
。実
際
の
戦
闘
に
使
用
さ
れ

た
か
ど
う
か
、知
る
よ
し
も
な

い
が
、お
も
し
ろ
い
話
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
（
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60
回
）
全

国
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接
技
術
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技
会
「
東
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・
秋
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大
会
」
が
10
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・
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の
２
日
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、
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県

潟
上
市
の
ポ
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テ
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舞
台
に
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催
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た
。
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会
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、
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説
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に
は
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区
の
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を
勝
ち
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き
、
都
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を
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し
た
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慢
が
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翌
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は
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接
の
部
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・
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動
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の
部
58
人
合
計
116
人
の

選
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が
卓
越
し
た
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を
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。
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都
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し
た
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貴
さ
ん（
日
立

プ
ラ
ン
ト
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ン
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シ
ョ
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）
と
佐
藤
康
弘
さ
ん（
津
覇

車
輌
工
業
）の
２
人
は
優
勝
を

目
指
し
て
奮
闘
し
た
。

競
技
成
績
の
結
果
は
外
観

審
査
と
エ
ッ
ク
ス
線
審
査
及
び

曲
げ
試
験
の
判
定
後
、１
月
初

旬
に
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さ
れ
る
予
定
。
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催
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催
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具
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祭
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27

27 1 15 16木 金

22

26 12 1918

（消費税込み・テキスト代を含む）

木 金

11,940

日
時・会
場

○
十
二
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
二
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
十
二
月
十
四
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
一
月
十
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
一
月
十
一
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
二
月
二
十
一
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
十
二
月
十
六
日（
火
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

三
十
分
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー

実
技
＝
十
二
月
十
七
日（
水
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

三
十
分
、
会
場
は
学
科
講
習

会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
四
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
三
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
十
一
月
十
八
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
五
時
、
十
九

日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
〇

時
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
十
一
月
二
十
日（
水
）午

後
一
時
〜
午
後
五
時
、
十
八

日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
、
会
場
は
学
科
講
習
会
場

と
同
じ
。

二
、
受
講
料

　
　
　
会
員
　
二
〇
、七
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
二
四
、七
〇
〇
円

　
　
学
科
の
み

会
員
　
一
〇
、五
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
一
、五
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

十
二
月
九
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
会
員
　一
三
、六
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　一
四
、六
〇
〇
円

神奈川

東 京

事務所 1 1 月 1 2 月 1 月 1 月1 2 月1 1 月

 12 　 13
 　 16 　

 6 　 7
 　 9 　

 2 　 3
 　 4 　

 15 　 16
 　 17 　
 15 　 16
 　 18 　
 19 　 20
 　 31 　

 5 　 6
 　 7 　

 3 　 4
 　 7 　
 4 　 5
 　 7 　

 4 　 5
 　 6 　

 27 　 28
 　 30 　

 18 　 19
 　 22 　

 16 　 17
 　 21 　

 13 　 14
 　 24 　
 20 　 21
 　 25 　
 14 　 15
 　 18 　

 11 　 12
 　 14 　

 11 　 12
 　 14 　

 17 　 18
 　 21 　

 11 　 12
 　 16 　

講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉
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栃 木
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玉
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け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
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神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

１
日
▽
教
育
文
化
週
間

灯
台
記
念
日

２
日
▽
唐
津
く
ん
ち

３
日
▽
文
化
の
日

明
治
神
宮
例
祭

４
日
▽
消
費
者
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
日

７
日
▽
立
冬

８
日
▼
ボ
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ー
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ふ
い
ご
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京
都
伏
見
稲
荷
火
焚
祭

世
界
都
市
計
画
の
日

９
日
▽
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の
火
災
予
防
運
動（
〜
15
日
）

１
１
９
番
の
日

京
都
嵐
山
紅
葉
祭

10
日
▽
一
の
酉

11
日
▽
世
界
平
和
記
念
日

14
日
▽
第
16
回
産
業
と
き
め
き
フ
ェ
ア

in ED
O
GA
W
A

（
〜
15
日
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
）

15
日
▽
▽
七
五
三

本
州・四
国・九
州
一
般

鳥
獣
狩
猟
解
禁

17
日
▽
将
棋
の
日

市
川
中
山
法
華
経
寺
御
会
式

19
日
▽
中
小
企
業
総
合
展
東
京

2014

│2015

（
〜
21
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

21
日
▽
京
都
東
本
願
寺
報
恩
講（
28
日
迄
）

22
日
▽
二
の
酉

23
日
▽
勤
労
感
謝
の
日

28
日
▽
税
関
記
念
日

親
鸞
聖
人
忌

2014

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

11
 12 13 14 22 23 24

21 9
 10 11 17 21 22 23

20

2014年（平成26年）11月 1 日発行

 11 　 12
 　 14 　
 10 　 11
 　 13 　

 21 　 22
 　 24 　

 15 　 16
 　 18 　
 27 　 28
 　 29 　
 22 　 23
 　 24 　

 26 　 27
 　 29 　

 6 　 7
 　 9 　

 6 　 7
 　 8 　

 8　 9 　15
 　 5 　

 13　 14 　20
 　 11 　

 7　 14 　21
 　 5 　

 18　 24 　25
 　 14 　

 6　 7 　13
 　 5 　

 8　 15 　16
 　 6 　

 3　  　4
 7　 13 　14

 8　  　9
 10　 11 　17

 28　  　29
 31　 2/7 　2/8

「気仙沼市産業まつり」が震災後、初めて魚市場に会場を戻して開催された。産業まつりでは、気仙沼市で生産される
水産・商工・農業・林業の地場産品の展示・即売など様々な催しが行われた。さらに今年は「市場で朝めし」と同時開催
となり、気仙沼市特産のサンマの塩焼きやつみれ汁など気仙沼の旬を魚市場内の会場で味わえました。

第30回気仙沼市産業まつり

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影


